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Karakida Iris Hall ／ Karakida Community Center, Karakida Childrenʼs Hall, Karakida Library
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からきだ菖蒲館／唐木田コミュニティセンター・唐木田児童館・唐木田図書館

建設前の敷地　小さな丘

多摩

計画地

唐木田駅

多摩

敷地は小さな丘であった。その丘で遊んで育った人々の記憶を建築として再構築しました。敷地の周囲を巡る約一層分の高低差を利用し、建物の
周囲に今までなかった歩道や植栽を巡らして環境を改善すると共に、建物の屋根を起伏のついた緑化で覆い、土地の記憶を蘇らせると同時に、都
市のヒートアイランド化を防ぐデザインとしました。　

なつかしい未来／人々の記憶にある風景・２１世紀型の環境建築　ー Nostalgic Future ー



階段上をステージとし、展示ギャラリー（写真右）の移動壁を収納してエントランス広場と一体的に活用し、ミニコンサート（ジャズ、和太鼓など）が行われています。

皆が自分にあった空間を見つけて過ごせ、喫茶、学習、会議など多様などで日々賑わう。児童館や図書館など施設全体が開放的に繋がることで、子供の声、他の人々の様子、

活動を感じられ、新たな交流が誘発される地域コミュニティの中心にふさわしい構成となっています。

エントランス広場を中心に喫茶コーナー、ラウンジ、ギャラリー、調理室 + 会議室が連続し、様々な機能を誘発



子供の声、他の人々の様子、活動を感じられ、新たな交流が誘発される地域コミュニティの中心にふさわしい構成となっています。
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用　　途：コミュニティセンター、児童館、図書館
敷地面積：2,658.88m2
建築面積：1,423.82m2　
延床面積：2,601.84m2



市民、行政とのワークショップでつくりあげた地域コミュニティの中心施設

設計と並行して、市民や行政の人と徹底的にワークショップ等を通じ話し合いました。市内類似施設全ての調査、実測を行い、運営方法や問題点
を話し合い、計画に反映させていきました。一つ一つ部屋の大きさ、使われ方等について熱く語った市民の人たち、それに誠意をもって対処した
役所の人たちの熱意に感動しました。
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シルバーサロン

工作室

ホール1

・多目的利用(高齢者の運動会・映写会など)
・2つに区切って使うほど広くない

ギャラリー

・ほぼ100％の利用率
・ギャラリーで利用料かかるのはこの館のみ
・ハロゲンの玉切れが多い

・夜は予め言えば利用可能で融通が利く・児童館管理

・蛇口が3つあるため、大人数のイベント時
　(館内キャンプなど)の手洗いはここで行う。

・一般利用者が使うには貸室としたい

・11:30～13:30は昼食スペース(遊戯室
　での飲食禁止のため)。親は揺りかご
　に幼児を入れておき昼食をとる。

・コミセン管理

喫茶コーナー

・事務室から遠い、見えない

・死角のためスタッフ置けない

ギャラリー倉庫
・ギャラリーの吊物用のワイヤー以外は
　ほとんどが季節毎のイベント用品など
　置く物置としている。小さい物は自分
　たちで作った棚を設け、収納している。

ロビー
・床暖房

・ジュースやコーヒーは飲めるが食事は禁止

・内装上（タイル貼仕上げ）、掲示は断って
　いる。掲示板部分のみ。

・児童利用禁止

浴室

・1日平均30人利用(男女)
　利用者が固定している

和室
・囲碁や将棋を行う

・倒れた人の救護に使用

ロッカー室

・男女兼用。制服がないため上着
　を脱いだり下足する程度。

図書コーナー

・児童館管理

・児童館休館日(月曜)でも賑わう

・オムツ交換もここで行われるが
　床の段差が有効

・サークルロッカーなし
・麻雀、カラオケは禁止
・クリスマス、夏祭りは各館でイベントを行う。

倉庫

・倉庫に棚板。細かく区切って分けら
　れないと、積み重ねてしまい、埋も
　れてしまう物も多い。

ホール2

・練習室として使う。完全防音仕様。

・収納不足のため、備品庫や用具庫と
　しても利用

遊戯室

・板貼

・飲食禁止

・映写会とTV観賞は別物なので、TV
　とスクリーンは両方必要
・館内キャンプ時は60人が宿泊
　(手洗い場不足で工作室を利用)

・トランポリンは一番人気の遊具である。

・円形平面の使いやすさについて特に問題
　はないが、児童は見慣れないためか好む。

事務室（コミセン・児童館共通）

・各々の管理体制やルールがあるため
　事務室は別々が望ましい。
・事務室の一元化は人手不足時に電話
　応対など助け合えることが利点

・食事のスペースがない

・館内では走るのは禁止
　(児童とシルバー世代の交錯に注意)

・コンサート時(ジャズ等)は約90人収容。
　通常アルコール類は禁止だがコンサート時
　はワインあり
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Chiaki Arai Urban and Architecture Design
注：記入寸法は実測値。

ゆう桜ヶ丘

室内に出ている備品
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基本設計の課題・制約条件の抽出及び提案と手法について

様式１０　－ １

整理番号

１． 敷地条件の整理

・１．８ｍ以上の
　回遊性のある
　緑の輪。
・人が安心して
　歩ける。
・ユニバーサル
　デザイン。
・敷地の高低差
　を利用する。

２． 広場についての基本コンセプトと基本設計案の比較 ・課題点、 市民の要望との相違点

・周囲に圧迫感を与えないよう
　にボリュームを抑える。
・緑の丘の良いイメージを保つ。

南側から見た敷地全体

① ②

３つの広場と坂の広場 (+ α ) で考え直す。建物が広場を圧迫している。基本設計案 改善案

③

コミセン広場について

「輪」の広場：
コミュニティセンターの広場と
して、各種イベントの中心とな
る空間。

エントランス広場について

「話」の広場：
広場の中で一番多くの利用者が通
過するので、世代を超えた交流が
自然にできるような工夫をする。

園庭について

「和」の広場：
平日は、一番動きのある広場と
して、児童館が使用する。

アーバンデザインの視点 駅からの動線や緑地との繋がりが考えられていない。

基本コンセプト 基本設計案の課題点

日中日陰になる北側に位置し、内部との繋がりも薄い為、陰湿な空間になる可能性が高い。

園庭、エントランス広場との繋がりを配慮せずに計画されている為、アクティビティの
連続性が生まれない。

駅からの動線、学校から帰宅する学童の動線という多くの人の動線上からはずれて位置
している。

住民の人達の要望である基本コンセプトが配慮されず、現段階ではほとんど計画されて
いないと言える。

メインエントランスとなる敷地西側に、駐車場、駐輪場、敷地内道路が配置されている為、
メインエントランスが圧迫感のある空間となっている。又、清掃員控え室、ゴミ置場等
と隣接しており、著しく環境の悪い配置になっている。

地盤をを３ｍ掘り下げているので、 よう壁に囲われた暗く、陰湿な空間になっている。
又、人の落下などの問題も挙げられる。

建物の影も大きく、アクティビティがどこからも見えない。

・

・

・

・

・

・

・

・

基本設計時 320 ㎡のコミセン広場を 440 ㎡、基本設計時 350 ㎡の園庭を 350 ㎡、基本設計時にほとんど計画されていな

かったエントランス広場を 240 ㎡確保します。また、コミセン広場と園庭の間に新たな広場として ｢ 坂の広場 ｣140 ㎡を設

けることで、園庭との距離感を保ちつつ周辺環境から連続していくような街と繋がり、一体となった広場の配置計画を行いま

す。合計として 500 ㎡多い、つながりのある広場を提案します。

■３つの広場 +坂の広場

３． 広場についての提案

エントランス広場

ワールドキャンパス

子供のお別れ会、演奏会等

子育て広場

和太鼓のロビーコンサート

調理室・会議室での男の料理

⑤管理運営の検討

②類似施設の見学・調査 ③類似施設を比較分析

開館後のにぎわい

④市・市民ワークショップ

⑥プレイベント

地域の祭りに出店し模型展示

既存施設の音楽室の比較分析 多目的ホールの検討事例備品まで詳細に実測、図面化

プレゼン資料

・敷地のレベル差を
  活かしている
・各階の機能の整理

基本設計の課題・制約条件の抽出及び提案と手法について

様式１０　－ １

整理番号

コミュニティセンターを中心とし

た各種の機能が調「和」し、いつ

も「話」がはずみ、人々の「輪」

が広がること願って、キーワード

「わ」を施設計画の基調とする。

・1 日 500 人もの人が来る図書館が 2 階にあるのは使いにくい。

・各階が機能によりはっきりと分かれているので変化にとんだ使い方が出
　来ない。

・コミュニティーセンター、児童館、図書館それぞれ開閉館時間が異なり、
　共に 6 時前に終わってしまうので、コミュニティセンターの使い方をよ
　ほど考えないとうまくいかない。また時間帯については、市民の人達と
　管理者による話し合いも重要である。

機能について

この施設を訪れる人の中で図書館

への来館者が一番多いとされ、わ

かりやすく出入りしやすい 1 階に

配置することが最も理想的と判断

された。

・機能が分散して配されているので、運営面で苦労する。

・バリアフリー・ユニバーサルデザインとして考えられていない。

・施設の内容が分かりづらい。又、各施設の人の気配や存在感が感じられ
　ないゾーニングとなっている。

基本コンセプト 基本設計案の課題点

４． 施設の機能についての基本コンセプトと基本設計案の比較 /課題点

基本設計案　1 階

基本設計案　2 階

基本設計案　3 階

提案　1 階ゾーニングイメージ

提案　2 階ゾーニングイメージ

コミュニティセンター事務室

・防災システム、通信システムの総合

　盤及び防災アンプを設置し施設全体

　の監視制御を行なう。

・モニターテレビを設置し、コミュニ

　ティセンター施設の監視を行う。

児童館・学童クラブ事務室

・児童館館長が、施設全体の維持管理

　面の中核となる。

・防災システムについては、一括警報

　盤を置く。また、モニターテレビを

　設置し児童館内の監視を行う。

ブラウジングコーナー

・図書館施設として運営するが維持、

　監理面でコミセン受付業務との連携

　を図る。

遊戯室

・児童館・学童クラブの専用施設であ

　るが、閉館時はコミセン側で利用可

　能な施設として配置計画を行う。

図書館事務室

・図書館の運営管理を行う。

・防災システムについては、一括警報

　盤を置く。

ＩＴ・学習コーナー

・コミセンのフリースペースとして設

　置されるが、図書館施設との共用が

　可能な施設として、配置・構造等を

　計画する。

サブエントランス

・施設の入口が 2 カ所となり、管理

　上のデメリットとなるが、利用者に

　とってはアクセスしやすく、利便性

　が高い。

・セキュリティーについては、モニター

　テレビによる監視等で対応する。

休憩更衣室

・各施設職員共用の休憩スペースと更

　衣用ロッカーを配置。

・異なる施設のコミュ二ケーションを

　図り、施設全体の円滑な運営を促す。

・基本設計案は全体からわかりにくい位置

　にあるが、中央に配置し施設全体からわ

　かりやすい位置にする。

・図書館施設として運営する機能であるが

　基本設計案は階が分かれてしまってい

　る。階を同じにして、IT コーナーと一体

　にすることでさらにブラウジング的な要

　素を増す。

・基本設計案は内部からと外部からの 2

　方向からのアクセスだが、広場側、通

　路側、サロン側からの 3 方向のアクセ

　スが可能。また、トイレを設置し、和

　室を更衣室としても利用できる。

・基本設計案で図書館は 1 階にないので

　切り離されているが、エントランスロ

　ビーに面して市民の要望にあっている。

・基本設計案は 2 階に配置されているの

　で、フリーにアクセス出来ないが、1 階

　に配置することで、様々なアクセスが可

　能となる。

休憩更衣室

・十分な面積を確保し２ゾーンに分けて 

　配置する。ホールを独立して利用した

　り、ホールを２つに分けて利用する際

　にそれぞれの控え室として利用できる。

６． 説明の手法

５． 施設の機能についての提案

基本コンセプト、基本設計案をどう再解釈し、改善提案したのかを模型など視覚化したもので分かりやすく説明します。先ず

全体の考え方（配置、ブロックプラン）を理解してもらい、その後各室の細かい部分の使い方について、再確認の話し合いを

していくのが良いとかんがえます。

■問題点と解決■基本設計時の説明

・基本設計案は全体からわかりにくい位置

　にあるが、ラウンジに面するように配置

　して、コミセンからも把握しやすいよう

　にする。

・2 階に設けるが、セキュリティーに関わ

　ることなので、協議して位置を決める。

サブエントランス

ＩＴ・学習コーナー

図書館事務室

遊戯室

ブラウジングコーナー

児童館・学童クラブ事務室

コミュニティセンター事務室

コミュニティセンター

図書館

児童館

基本設計の課題・制約条件の抽出及び提案と手法について

様式１０　－ １

整理番号

１． 敷地条件の整理

・１．８ｍ以上の
　回遊性のある
　緑の輪。
・人が安心して
　歩ける。
・ユニバーサル
　デザイン。
・敷地の高低差
　を利用する。

２． 広場についての基本コンセプトと基本設計案の比較 ・課題点、 市民の要望との相違点

・周囲に圧迫感を与えないよう
　にボリュームを抑える。
・緑の丘の良いイメージを保つ。

南側から見た敷地全体

① ②

３つの広場と坂の広場 (+ α ) で考え直す。建物が広場を圧迫している。基本設計案 改善案

③

コミセン広場について

「輪」の広場：
コミュニティセンターの広場と
して、各種イベントの中心とな
る空間。

エントランス広場について

「話」の広場：
広場の中で一番多くの利用者が通
過するので、世代を超えた交流が
自然にできるような工夫をする。

園庭について

「和」の広場：
平日は、一番動きのある広場と
して、児童館が使用する。

アーバンデザインの視点 駅からの動線や緑地との繋がりが考えられていない。

基本コンセプト 基本設計案の課題点

日中日陰になる北側に位置し、内部との繋がりも薄い為、陰湿な空間になる可能性が高い。

園庭、エントランス広場との繋がりを配慮せずに計画されている為、アクティビティの
連続性が生まれない。

駅からの動線、学校から帰宅する学童の動線という多くの人の動線上からはずれて位置
している。

住民の人達の要望である基本コンセプトが配慮されず、現段階ではほとんど計画されて
いないと言える。

メインエントランスとなる敷地西側に、駐車場、駐輪場、敷地内道路が配置されている為、
メインエントランスが圧迫感のある空間となっている。又、清掃員控え室、ゴミ置場等
と隣接しており、著しく環境の悪い配置になっている。

地盤をを３ｍ掘り下げているので、 よう壁に囲われた暗く、陰湿な空間になっている。
又、人の落下などの問題も挙げられる。

建物の影も大きく、アクティビティがどこからも見えない。

・

・

・

・

・

・

・

・

基本設計時 320 ㎡のコミセン広場を 440 ㎡、基本設計時 350 ㎡の園庭を 350 ㎡、基本設計時にほとんど計画されていな

かったエントランス広場を 240 ㎡確保します。また、コミセン広場と園庭の間に新たな広場として ｢ 坂の広場 ｣140 ㎡を設

けることで、園庭との距離感を保ちつつ周辺環境から連続していくような街と繋がり、一体となった広場の配置計画を行いま

す。合計として 500 ㎡多い、つながりのある広場を提案します。

■３つの広場 +坂の広場

３． 広場についての提案

基本設計の課題・制約条件の抽出及び提案と手法について

様式１０　－ １

整理番号

コミュニティセンターを中心とし

た各種の機能が調「和」し、いつ

も「話」がはずみ、人々の「輪」

が広がること願って、キーワード

「わ」を施設計画の基調とする。

・1 日 500 人もの人が来る図書館が 2 階にあるのは使いにくい。

・各階が機能によりはっきりと分かれているので変化にとんだ使い方が出
　来ない。

・コミュニティーセンター、児童館、図書館それぞれ開閉館時間が異なり、
　共に 6 時前に終わってしまうので、コミュニティセンターの使い方をよ
　ほど考えないとうまくいかない。また時間帯については、市民の人達と
　管理者による話し合いも重要である。

機能について

この施設を訪れる人の中で図書館

への来館者が一番多いとされ、わ

かりやすく出入りしやすい 1 階に

配置することが最も理想的と判断

された。

・機能が分散して配されているので、運営面で苦労する。

・バリアフリー・ユニバーサルデザインとして考えられていない。

・施設の内容が分かりづらい。又、各施設の人の気配や存在感が感じられ
　ないゾーニングとなっている。

基本コンセプト 基本設計案の課題点

４． 施設の機能についての基本コンセプトと基本設計案の比較 /課題点

基本設計案　1 階

基本設計案　2 階

基本設計案　3 階

提案　1 階ゾーニングイメージ

提案　2 階ゾーニングイメージ

コミュニティセンター事務室

・防災システム、通信システムの総合

　盤及び防災アンプを設置し施設全体

　の監視制御を行なう。

・モニターテレビを設置し、コミュニ

　ティセンター施設の監視を行う。

児童館・学童クラブ事務室

・児童館館長が、施設全体の維持管理

　面の中核となる。

・防災システムについては、一括警報

　盤を置く。また、モニターテレビを

　設置し児童館内の監視を行う。

ブラウジングコーナー

・図書館施設として運営するが維持、

　監理面でコミセン受付業務との連携

　を図る。

遊戯室

・児童館・学童クラブの専用施設であ

　るが、閉館時はコミセン側で利用可

　能な施設として配置計画を行う。

図書館事務室

・図書館の運営管理を行う。

・防災システムについては、一括警報

　盤を置く。

ＩＴ・学習コーナー

・コミセンのフリースペースとして設

　置されるが、図書館施設との共用が

　可能な施設として、配置・構造等を

　計画する。

サブエントランス

・施設の入口が 2 カ所となり、管理

　上のデメリットとなるが、利用者に

　とってはアクセスしやすく、利便性

　が高い。

・セキュリティーについては、モニター

　テレビによる監視等で対応する。

休憩更衣室

・各施設職員共用の休憩スペースと更

　衣用ロッカーを配置。

・異なる施設のコミュ二ケーションを

　図り、施設全体の円滑な運営を促す。

・基本設計案は全体からわかりにくい位置

　にあるが、中央に配置し施設全体からわ

　かりやすい位置にする。

・図書館施設として運営する機能であるが

　基本設計案は階が分かれてしまってい

　る。階を同じにして、IT コーナーと一体

　にすることでさらにブラウジング的な要

　素を増す。

・基本設計案は内部からと外部からの 2

　方向からのアクセスだが、広場側、通

　路側、サロン側からの 3 方向のアクセ

　スが可能。また、トイレを設置し、和

　室を更衣室としても利用できる。

・基本設計案で図書館は 1 階にないので

　切り離されているが、エントランスロ

　ビーに面して市民の要望にあっている。

・基本設計案は 2 階に配置されているの

　で、フリーにアクセス出来ないが、1 階

　に配置することで、様々なアクセスが可

　能となる。

休憩更衣室

・十分な面積を確保し２ゾーンに分けて 

　配置する。ホールを独立して利用した

　り、ホールを２つに分けて利用する際

　にそれぞれの控え室として利用できる。

６． 説明の手法

５． 施設の機能についての提案

基本コンセプト、基本設計案をどう再解釈し、改善提案したのかを模型など視覚化したもので分かりやすく説明します。先ず

全体の考え方（配置、ブロックプラン）を理解してもらい、その後各室の細かい部分の使い方について、再確認の話し合いを

していくのが良いとかんがえます。

■問題点と解決■基本設計時の説明

・基本設計案は全体からわかりにくい位置

　にあるが、ラウンジに面するように配置

　して、コミセンからも把握しやすいよう

　にする。

・2 階に設けるが、セキュリティーに関わ

　ることなので、協議して位置を決める。

サブエントランス

ＩＴ・学習コーナー

図書館事務室

遊戯室

ブラウジングコーナー

児童館・学童クラブ事務室

コミュニティセンター事務室

コミュニティセンター

図書館

児童館

プロポーザル前の他社案 当社提案

建設経緯から各室の利用方法、問題
点等をまとめ、70 ページのレポー
トを作成

模型、パネルで計画を広める

敷地でプレイベントを開催

物置利用 クラシック音楽鑑賞利用

Ａ Ｂ

教室・
講座利用

カラオケ
利用

Ｃ Ｄ

市内類似施設全ての調査、実測を
基に、問題点や運営方法等を話合
い、月 1 回の検討会を通じて建物
に反映させていきました。

模型を囲んでワークショップ

月一回の検討会で説明

元の 3 階案に対し、2 階案を提案

設計者は必要な室の大きさや設備
等を丁寧に示し、徹底的に話合うシルバーサロン

工作室

ホール1

・多目的利用(高齢者の運動会・映写会など)
・2つに区切って使うほど広くない

ギャラリー

・ほぼ100％の利用率
・ギャラリーで利用料かかるのはこの館のみ
・ハロゲンの玉切れが多い

・夜は予め言えば利用可能で融通が利く・児童館管理

・蛇口が3つあるため、大人数のイベント時
　(館内キャンプなど)の手洗いはここで行う。

・一般利用者が使うには貸室としたい

・11:30～13:30は昼食スペース(遊戯室
　での飲食禁止のため)。親は揺りかご
　に幼児を入れておき昼食をとる。

・コミセン管理

喫茶コーナー

・事務室から遠い、見えない

・死角のためスタッフ置けない

ギャラリー倉庫
・ギャラリーの吊物用のワイヤー以外は
　ほとんどが季節毎のイベント用品など
　置く物置としている。小さい物は自分
　たちで作った棚を設け、収納している。

ロビー
・床暖房

・ジュースやコーヒーは飲めるが食事は禁止

・内装上（タイル貼仕上げ）、掲示は断って
　いる。掲示板部分のみ。

・児童利用禁止

浴室

・1日平均30人利用(男女)
　利用者が固定している

和室
・囲碁や将棋を行う

・倒れた人の救護に使用

ロッカー室

・男女兼用。制服がないため上着
　を脱いだり下足する程度。

図書コーナー

・児童館管理

・児童館休館日(月曜)でも賑わう

・オムツ交換もここで行われるが
　床の段差が有効

・サークルロッカーなし
・麻雀、カラオケは禁止
・クリスマス、夏祭りは各館でイベントを行う。

倉庫

・倉庫に棚板。細かく区切って分けら
　れないと、積み重ねてしまい、埋も
　れてしまう物も多い。

ホール2

・練習室として使う。完全防音仕様。

・収納不足のため、備品庫や用具庫と
　しても利用

遊戯室

・板貼

・飲食禁止

・映写会とTV観賞は別物なので、TV
　とスクリーンは両方必要
・館内キャンプ時は60人が宿泊
　(手洗い場不足で工作室を利用)

・トランポリンは一番人気の遊具である。

・円形平面の使いやすさについて特に問題
　はないが、児童は見慣れないためか好む。

事務室（コミセン・児童館共通）

・各々の管理体制やルールがあるため
　事務室は別々が望ましい。
・事務室の一元化は人手不足時に電話
　応対など助け合えることが利点

・食事のスペースがない

・館内では走るのは禁止
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徹底的に調査、ヒアリング

市内のコミュニティセンター 7 館、
図書館 6 館、児童館 9 館を全て調査、
ヒアリング

調査した施設の比較・分析を分かり
易く、データや図で市民に提示しま
す。各室の大きさや使い勝手が明確
になり、市民の「やりたいこと」を
決めていくことができます。

家具、備品まで実測

プレイベント、地域の祭りを通じて、交流を深め、計画を地域に広めて
いくと共に、市民の運営の参画をうながします。

運営方法、緑化のメンテナ
ンス方法等について話合い。

運営協議会・各部会

建物の仕上げ等も説明

植栽、屋上緑化が育った現在の様子

プロポーザル 実施設計

施工期間 開館後

広場の連続

緑の丘の記憶を残す建物のスタディ 細部のスタディ 屋上緑化・外構植栽のスタディ
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パネル参考図

外壁ノコ目検証

腰壁より上部は、深さ5㎜、角度75°とする

腰壁より下部は、深さ5㎜、幅5㎜（現状のパネルのまま）

ノコ目加工参考図
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パネル参考図

外壁ノコ目検証

腰壁より上部は、深さ5㎜、角度75°とする

腰壁より下部は、深さ5㎜、幅5㎜（現状のパネルのまま）

ノコ目加工参考図

3 次元曲面屋根、軒先、壁面の施工

モックアップによる検証
屋上の軒先の高さのプロポーションや機能、人の目線から見たときになだらかに感じて緑の丘が良く見えるか等を検証した。



市民の人たちによって機能を超えた新しい使い方が行われています。

国内外の様々な雑誌に掲載され、グッドデザイン賞をはじめとした高い評価を受けています 
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Karakida Community Center in Tama, Tokyo, was designed by Chiaki Arai Urban & Architecture Design
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Design, respecting the history of a site is 
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Interiors, meanwhile, are kept simple and 
spacious thanks to tubular steel columns 
and an elegant combination of glass, wood 
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調理室・会議室を一体利用した男の料理教室

行列のできるコミセン広場の朝市 工作教室・花からクラブの様子

定期的に行わる人気のロビーコンサート

児童館の子供屋台

ホールでの社交ダンス会議室を使った小学生の工作展示 図書館員による和室でのお話し会

菖蒲館まつりのロビーコンサート

ホールでのワールドキャンパス

菖蒲館まつりの出店

ギャラリーの生け花展示

子供が元気いっぱいに遊べる子育て広場

常に多くの人がくつろぐ

様々な席を用意した図書館


